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５年生と３年生が交流会を行いました 

 

 ３月３日（火）に、５年生と３年生で交流会を行いました。４月から３回の

交流会を行ってきました。１回目は、５年生のリコーダーでの演奏をリコーダ

ーの練習を始めたばかりの３年生に聴いてもらい、その後、室内遊びをしまし

た。２回目は、互いのリコーダー演奏を聴き合い、外で大縄跳びをしました。 

 今回の３回目の交流会では、５年生の実行委員が全ての内容を考えました。

５年生と３年生の交流が深まるような遊びやルールを実行委員が何回も話し

合って決め、松組竹組対抗リレー、ドッジボール、ドロケイを行いました。リレーでは、互いに応

援し合う姿が見られました。ドッジボールでは、５年生が取ったボールを３年生に渡すなどの気配

りをして、３年生はとても気持ちよく活動することができました。この交流会を通して５年生の３

年生に対する思いやりの心を見ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとう 

ございました。 

はい。 

がんばって。 

松組竹組対抗リレー ドッジボール 

 

投げていいよ。 

ドロケイ 

タッチ！ 

にげて！ 



 

 

 

 

 

 

【５松児童の感想】 

 みんなとのきずなも深まったし、３年生で知っている人がたくさん増えました。ま

た、交流会をやりたいです。３年生のみなさんが楽しんでくれたようなので、自分た

ちで計画をしたかいがありました。 

【５松児童の感想】 

 ３年生の子が「もう１回戦ある？」と言っているのを聞き、この子は、もう１回やり

たいんだなと感じました。そんなに楽しく思ってくれて、嬉しく思いました。私は３年

生の子と交流会をしてとっても楽しかったです。６年生になっても、誰とでも仲良くし

ていきたいと思います。これからも、いろいろな子と積極的に接していきたいです。 

【５竹児童の感想】 

 他の学年と交流することによって、思いやりをもって行動することは、とてもいい

ことだと改めて思いました。また、このような交流会は、人のいいところなどが見つ

けられる機会でもあると思いました。 

ドロケイのときも逃げている人が、捕まっている人を助けているのを見て、これも

思いやりのある行動の一つだと思いました。 

【５竹児童の感想】 

 ドッジボールのとき、相手チームも自分のチームも５年生が３年生にボールをゆず

る光景が多く見られました。また、リレーのとき、３年生・５年生という学年に関係

なく自分のチームの人に「がんばれ!!」「あと少しだよ！」と声をかけ、みんなが一

生懸命に応援していたことが心に残りました。 

【３松児童の感想】 

 リレーのとき、ピンクのバトンでした。次にバトンを渡すお姉さんに「ピンクのバ

トン、わたしに渡して」と、声をかけてもらい、安心してバトンを渡せました。また

ドッジボールでは、お兄さん、お姉さんにボールをゆずってもらって嬉しかったです。 

【３竹児童の感想】 

 この前の交流会とは違って、「５年生との協力」があったので、きずなが深くなっ

たと思います。ドロケイでも、５年生が積極的に助けにきてくれたので、また逃げる

ことができて楽しかったです。 

  


